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  令和３年２月発行 

「防災まちづくり計画」は、平成 20 年（2008 年）4 月にプラン認定され、 

この計画に沿い、まちづくり事業を進めてきました。 

しかしながら10年が過ぎ、地域実態にそぐわない面が 

一部見られるようになりました。そこで５年毎の「まちづ 

くりプラン認定」の更新に併せ「防災まちづくり計画」の 

見直しを行うことになり、令和元年度から新計画について検討 

チームを設置し、見直し作業を進めてきました。

この間、お住まいの方や関係する町外の居住者の皆さまから

アンケートによるご意見、ご要望をお聞きし、また「プラン見直

し検討会」を開催し、新しいまちづくり計画に反映しました。

見直した新計画(案)を、令和 2 年 6 月開催のまちづくり協議 

会総会に提案し、承認して頂きました。 

 今回この新計画(案)を令和２年 11 月開催された「横浜市地域まちづくり推進委員会」 

に付議し発表を行い、その結果、令和 2 年 12 月 15 日に横浜市から認定を受けること 

が出来ました。皆さま方にはアンケートのご協力等、ありがとうございました。 

新計画については、各戸へ配布し、また 

町外の関係者へも送付します。 

なお協議会の活動状況や「新防災まちづ 

くり計画」については、横浜市や西区のホ 

ームページでも閲覧出来ますので、併せて 

ご覧ください。今後とも協議会の活動にご 

協力よろしくお願いします。 

              東久保町夢まちづくり協議会 会長 和田泰次 
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横浜市推進委員会 発表前の予行演習 



第２防災広場は、令和2年1１月に着工し、令和3年1月に整備工事を完了、 

  令和 3 年 2 月 協議会及び横浜市の完了検査を受け、供用開始しました。 

まちの防災広場整備のために 10 年以上横浜市に無償で土地の提供が可能である場合に、空き家

の解体や広場の整備費用が補助される制度を活用し、七曲り坂頂上付近の旧江森商店跡地の一部

を提供して頂き、防災広場としました。 

広さは約７０㎡で、通常は地域のコミュニティ広場に、災害時は防災倉庫を設置、飲料水等を備蓄

し、防災広場として利用することになります。 

  周囲に迷惑となる行為やケガ等をしないよう、大事に利用するようお願いします。 

防災広場整備チーム 村上(秀) 記 

平成２２年に協議会で作成した防災マップを見直し、各戸に配布します。 

 防災マップは、2010 年 3 月に保存版として 

「防災の手引き」と「防災マップ」を組み合わせ 

防災訓練等で使用し、また災害発生時に活用して 

頂くよう各戸に配布しました。 

１０年を経過し、協議会が防災設備等を設置し 

たこと、町内の様子も変ったので見直しました。 

【主な見直し変更個所】 

１．扱いやすいよう、B2 版から A2 版に変更 

２．各町配置の防災設備は、現状に合わせ修正 

３．予防防災の警戒区域等の表示は、淡い色に 

４．防災広場や避難の新整備個所の凡例を追加 

５．説明や展示用に、既設大の B2 版も作成する等 

災害対策合同本部 稲田 記 

東久保町 東睦会では、新型コロナ感染防止のため、 

従来の「防災炊き出し訓練」に代え、「避難所開設、設置 

訓練」を 12 月 6 日(日)10 時～東久保町会館で行った。 

 訓練の実施にあたって、会館をいっとき避難場所に想定 

し、災害時とほぼ同様な避難所レイアウトとしました。 

 当日は天候も良く、 

大勢の参加が予想され、 

コロナ感染防止対策と

して次の点を考慮して 

行いました。 

○避難所への入所は、消毒、体温、マスク等をチェック

○ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄﾞ等は、仕切板を設置、非常食は実演する

○密にならぬよう体験者数や時間を制限し、距離を確保

等を行ない、大人 76 人、子供 32 人、合計 108 人の 

大勢が参加し、実践的で有意義な訓練が出来ました。 

東久保町東睦会 橋本 記 

    協議会 事務局 

１．令和 3ー４年度 協議会の推進員、役員の選出依頼について 

令和３年 3 月をもって現在の役員、推進員は、2 年間の任期を迎えます。 

  そこで各町は、令和 3―4 年度の推進員 15～20 名、うち役員候補 5 名を選出して下さい。 

  まちづくり協議会は、防災対策の改善と効果が期待されますので、是非ご協力お願いします。 

２．新型コロナ禍における協議会行事の進め方について 

新型コロナの拡散防止は、令和３年 1 月 7 日、第２次緊急事態宣言が発出されました。 

  対策のためのワクチン接種も中々進まない状況で、国の３密防止は継続されています。 

このため協議会としては、改善の見通しが付くまで、行事やイベント等を控えます。 

東久保町「防災マップ」を更新しました 

台風 15・19号町内のつめ痕

第２防災広場が、完成しました！！ ―２― 

協議会からのお願いとお知らせ‼ 

第２防災広場 整備完成状況 

防災準拠点（会館）で避難所開設、設置訓練！ 

―３― ―２―

防災マップ見直し後 (A2 版十字折り) 

 

避難所レイアウトと準備作業 

東睦会長監視とﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄﾞ 

第２防災広場 完了検査実施 

防災広場入口 



一本松まちづくり協議会(西戸部１)の区域内で防災に資する公園整備を行っています。 

―４―

［編集委員］ 和田 ・ 村上秀 ・ 志鳥 ・ 稲田 ・ 橋本 

 【問い合わせ先】 ☆東久保町夢まちづくり協議会 

〒220－0062横浜市西区東久保町 29－11（会館）☎ 045-241-7150（和田） 

『夢やさい』の販売ご協力
よろしくお願いします。 

売り上げの利益金は、防災まち

づくりの事業基金として役立てて

います。定例販売日は、第３日曜

日です。ご協力お願いします。 

―――雑草の空き地を菜園に整備！  東睦会― 

  東睦会地域の鉄塔上段空き地は、雑草が生い茂り、手入れがい 

き届かない状況でした。これを見かねた東睦会他の有志が集まり、 

雑草を取り除きました。『でもまた草が生える、畑として手入れすれ 

ば環境や美観上、見栄え良くなるね！』と夏の暑い中、汗を流して 

開墾し、そこへダイコン、ソラマメ、等の種を蒔きました。 

汗の結晶で？現在は写真のように、見事な野菜が育っています。 

いえみち事業部 志鳥 記 

―１―

現在、道路整備工事を行っており、令和３年度から公園整備工事に着手し、令和４年度に完成する予定です。 

イメージ模型写真

横浜市からのお知らせ 

位置図 


